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研究成果の概要（和文）：エビデンスベースド・アプローチ（EBA）による評価研究が技術的・倫理的に困難で
あるプログラムに関する評価アプローチの検討を行うことが本研究の目的であった。そこでEBAを補完するベス
トプラクティス・アプローチ（BPA）の検討を行った。EBAで活用される実験・準実験デザインによる評価研究の
方法論は発展し続けている一方で，それらの枠組みには依拠しない評価方法論の開発が急がれている。このよう
ななか，優れた実践，即ちベストプラクティスの過程（プロセス）や効果を既存の方法論によって測定・評価
し，それをベンチマーキングすることにより効果的・効率的なプログラムやサービスの質向上を行うBPAのあり
方を模索した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine a set of evaluation approaches 
where traditional evidence-based approaches (EBAs) were not applicable due mainly to the technical 
and ethical difficulties associating with EBAs. Accordingly,this study adopted best-practice 
approaches (BPAs) for the purpose of complementing and integrating issues/problems originating from 
EBA. Theories and methods of EBA, most notably those of experimental and quasi-experimental studies,
 were kept develping to improve the scientific quality of evaluation studies; yet, theoretical 
orientations and methodological issues relating to BPAs were to further develop so that the use of 
BPAs to program evaluation could have been justified.This study sought to develop methods to find a 
set of best-practice human service programs and monitor processes and outcomes of those programs via
 benchmarking procedures, which were then transformed into a series of targed programs that were 
seeking to imorove their effectiveness.

研究分野：社会科学

キーワード： プログラム評価　ベストプラクティス・アプローチ　エビデンスベースド・アプローチ　対人・コミュ
ニティ援助　プロセス評価　アウトカム評価　アカウンタビリティ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
社会科学はもとよりあらゆる領域においてエビデンスに基づく実践の重要性が指摘されている。これは社会サー
ビスや教育プログラムをいわゆる経験や勘そして気合・気分・度胸（だけ）ではなく，エビデンス（データ）を
活用して設計・運営・評価する流れと連動するものである。しかし評価対象の無作為抽出・配置といった技術
面・倫理面における困難に代表されるように，科学的なエビデンスの収集・評価には様々なハードルが存在す
る。このようななか，対人・コミュニティ援助などにおいて優れた実践（ベストプラクティス）に焦点を当て，
それを基準としたプログラムの評価研究および実践の質向上を行うことは，次善策としての価値・意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
プログラム評価は，ヒューマンサービス領域で実施される心理教育・社会プログラムの効果を
検証することを目的として，1970年代後半から米国を中心に発展を遂げており，日本ではコミ
ュニティ心理学領域を含む様々な社会科学領域ほかにおいて継続的に研究が進められてきた。
なかでも，個人や集団に対しての支援が真に有効・正当であるかを科学的根拠（エビデンス）や
説明責任（アカウンタビリティ）をもって示す社会的要請の高まりとともに，広く普及してきた
経緯がある。 

 
本研究では，コミュニティ心理学領域におけるプログラム評価研究のなかでも特に発展が急
がれるベストプラクティス・アプローチによる評価研究の方法を確立し，科学的なエビデンスの
構築が難しいと考えられる対人・コミュニティ援助プログラムに対する評価方法論の検討を行
う。 
 
 
２．研究の目的 

 
本研究は，心理教育プログラムの「優れた実践」から抽出されるベストプラクティスを照合枠
としたプログラム評価研究の方法を開発し，評価実践モデルを構築することを目的とする。近年，
エビデンスベースド・アプローチへの注目が高まる一方で，実際にそれを教育機関・企業組織で
行われる心理教育プログラムの評価に適用することは，技術・運営・倫理面から容易ではないケ
ースが多い。このようななか各フィールドで多様な方法が模索されているが，効果的な評価アプ
ローチについての報告は未だ数少ない。そこで本研究では，ベストプラクティス・アプローチの
枠組みから介入の対象・内容・背景に即した評価方法を検討する。 
  
本研究の課題（問い）は，エビデンスベースド・アプローチによる評価が困難である心理教育
プログラムを，次善策として，どのようにベストプラクティス・アプローチによって効果的・効
率的に評価するかである。その問いに対し，成功事例のベンチマーキングを行い，それを照合枠
としたプログラム評価モデルを考案する。その上で，実験や効果測定が困難なプログラムの評価
を実施し，実践の質向上の方策を検討する。これらを明らかにすることにより，様々な制約のあ
るプログラム（例：比較・統制群の設置やサンプル数の確保が望めない）の評価についての示唆
を得ることが目的である。 
 
 
３．研究の方法 
 
 ベストプラクティス・アプローチ（BPA）の理論・方法論に関するレビューを実施し，自治体・
企業組織において実施される個人・集団に対しての心理教育プログラム（例：キャリア支援・人
材育成）の成功事例の検討を行う。またベンチマーク指標の作成（ベンチマーキング）の方法論
を開発するため，プログラムの実施過程（プロセス）を可視化するツール作成に必要な手続きを
確認する。BPA によるプログラム評価の検討を行うためには，いかに効果的にプログラム・プロ
セスの可視化を行うかが鍵となる。そこで，主にキャリア支援を想定したベンチマーキング（ベ
ンチマーク指標の開発）についての研究を行い，どのような方法論が適しているかの考察を行い，
アウトカム評価も含め総合的なプログラム評価モデルのレビューを行う。そして，BPA がこれま
でのプログラム評価研究のどの枠組みに含まれるのか，あるいは新たな枠組みが必要なのかに
ついての検討を行う。 
 
 
４．研究成果 
 
2018 年度は，対人・コミュニティ援助を目的として実施されるプログラムの成功事例の検討
を開始したと同時に（例：自治体・企業におけるキャリア支援），BPA の基礎となるベンチマー
キングの方法論に関するレビューを行った。その結果，心理学諸領域の研究において活用される
EBA と本研究の対象である BPA とは，理論（基礎）および方法論（応用）の多くの側面で異なる
アプローチをとることが明らかになった。具体的には，EBA を活用したプログラム評価では因果
関係の特定・査定に重点が置かれ，根拠となる結果を重視するなどアウトカム志向が強い。一方，
BPA はむしろプログラムによる介入や実践活動の過程を明らかにする点などプロセス重視であ
ることが確認された。プロセス重視の評価研究のあり方を模索するために，本年度は「優れた実
践」を意味するベストプラクティスの実践過程（プログラム介入・サービス提供のプロセス）を



どのようにベンチマーキングによって可視化し，その後の評価モデルの開発につなげるかの検
討を行った。 
 
2019 年度は，経営学領域で開発された BPA やベンチマーキングに加え，主に経営工学領域に
おいて研究が進められている Total Quality Management（TQM：総合的品質管理）の考え方を参
考に，プログラムの「プロセス」（介入の質）の評価，即ち，プロセス評価の方法論の検討を行
った。アウトカム評価は，一般にアウトカム志向が強く，評価方法論が整備されているものの，
前述した技術面等の問題により実施が困難であることから，それを技術的に補完するためのプ
ロセス評価の方法論の検討である。 
またフィールドにおける BPA の現状を把握するために，研究協力者とともに，キャリア支援プ
ログラム（例：高齢者のライフキャリア支援）におけるベストプラクティスのレビューを行った。
その結果，多くのプログラムの実施過程および効果の検討には，いわゆる「評価に耐えうる」体
系的な規準・基準（ベンチマーク）が導入されておらず，何をもって成功事例・優れた実践（BP）
とするのか，どのように当該 BP を他のプログラムに有意義に活用するか，という点を検討する
ためのプログラム・プロセスの可視化が体系的には行われていないことが確認された。 
  
2020 年度は，コロナ対応により研究課題の遂行なかでもベストプラクティス・アプローチに
関する情報・データの収集が遅れたため，主に，アウトカム志向が強い EBA に基づく評価研究，
即ち介入（原因）による成果（結果）という因果関係の規定が整っている対人・コミュニティ援
助プログラムを対象とした評価研究の検証を行った。一般に，このようなプログラムは，エビデ
ンス規準（evidence criteria）のレベルを下げつつ，関連データの収集および評価が行われる
ことになる。他方，EBA における規準では評価可能性（evaluability）が決して高いとは言えな
いプログラムであっても，補完的に，介入の実施文脈に沿った質向上を目指すのが BPA によるプ
ログラム評価であるため，いかに BPA は EBA を補完できるかという分析課題に基づく各方法論
の整合性の検証を行った。 
 
2021 度は，コロナ対応により研究課題の遂行に遅れが生じたものの，EBA を補完する役割が期
待できるベストプラクティス・アプローチ（BPA）に基づくプログラム評価研究のあり方につい
て継続的に研究を行った。プログラム評価の理論と方法論は EBA で活用される実験・準実験デザ
インによる評価研究を中心に発展し続けている。一方，それらの枠組みには必ずしも依拠しない
多様なデータ（量的・質的データ）およびその分析に基づく評価方法論の開発が急がれている。
なかでもベストプラクティスの効果の把握（cf.検証・測定）は，例えば，サクセスケース・メ
ソッド（SCM：Success Case Method）といった既存の評価方法論を活用することにより，効率的
に行うことが可能となることが確認された。 
 
2022 年度（最終年度）では，BPA を展開するにあたって既存のプログラム評価の理論・方法論
をどのように活用できるかを継続して模索した。昨年度の SCM に続き，今年度は評価研究の専門
的知見・判断を評価基準としたデルファイ・メソッド（DM：Delphi method）の応用可能性を検
討した。従来のプログラム評価では，介入の過程と効果・成果がそれぞれプロセス評価とアウト
カム評価という枠組みで評価されるが，本研究課題でこれまで検討してきた通り，EBA では技術
的・倫理的に困難なケースにはこのような従来の評価形式が適用できないことも多かった。そこ
で専門的知見の収斂を目的とした DM を基盤とした評価実践の可能性が示された。なかでも専門
的知見のなかに有機的に包含される規準・基準に基づき複数名・複数回の反復（iteration）型
データ収集を行う DM は，価値判断・価値づけの方法が重視される評価方法論に適している。DM
における具体的なプログラム分析として，本研究課題の研究協力者と共に，就職氷河期世代支援
プログラムの一環として設置された就職氷河期支援窓口への応用を評価可能性アセスメントの
方法論の枠組みのなかで検証し，データ収集や評価結果の活用（use）のあり方を検討した。 
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